
これまで世界が目指して来た国際分業、グローバリズ
ムに対する反旗が上がっている。ＢＲＥＸＩＴに見る英
国の欧州連合（ＥＵ）からの離脱決定。“アメリカ・
ファースト”を唱える米ドナルド・トランプ大統領による
環太平洋経済連携協定（ＴＰＰ）離脱に関する大統領
令への署名。欧州難民問題に関しては難民政策の規
模・権利の縮小が主張されている。より孤立主義に走
る時代に貴金属相場はどう反応するのか？

コモディティ
おもしろい理由

無限大

開催日時： 3月13日（月） 開場：17：00

会場：東京商品取引所
東京都中央区日本橋堀留町1-10-7

お問い合わせ：日本商品先物振興協会 ☎ 03-3664-5731
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Presented by
東京商品取引所

大阪堂島商品取引所
日本商品先物振興協会

第二部 18：40～19：40

『2017年トウモロコシ・大豆需給

および相場のポイント』

山野安規徳 氏

住友商事グローバルリサーチ 農産物アナリスト

第一部 17：30～18：30

『トランプ、チャイナ、BREXIT～

2017年の貴金属投資戦略ポイントはここだ！』

池水雄一 氏

ICBCスタンダードバンク東京支店長

第３１回 ＣＸ市況講演会

80名様限定

受講料
無料

東京商品取引所で取引されるトウモロコシと大豆を中心に、
最近の傾向を踏まえながら穀物需給動向を分析する。4年
連続の豊作は何をもたらしたのか、またトランプ政権の政策
動向によるリスクは何か。間もなく北半球で始まる天候相場
を前に現状を整理し、2017年の相場を予想する上で注目す
べきポイントを列挙しながら、見通しを新進気鋭の農産物ア
ナリストが解説する。

https://www.jcfia.gr.jp/mini_semi_form.html

